
活動計画・手順  

代表 副代表 総務部長

①サポートの会構成員と役員が現地下見

『なんでなん？』をキーフレーズにガイド

進行計画決定。②世界遺産登録に現場職員

として関わった経験のある講師を起用。

ＰＷを使用した2時間講座。10分休憩

③4名のボランティアガイドによる2時間の

『なんでなん？彦根城』双方向ツアー実施

印

その他

　彦根キャンパスサポートの会

活動内容報告書

(項目)　北近江文化学科部会

出席者

交流行事（なんでなん？彦根城①下見 ②座学 ③現地見学）について

①下見:令和７年2月3日(月) ②座学:令和７年2月18日(火)③現地見学:令和７年3月5日(水)  ※各日10:00～12:00

①彦根城内　②彦根キャンパス　③彦根城内

①彦根ボランティアガイド協会ガイド1名 ②44期北近江文化学科 寺田 修 ③彦根ボランティアガイド協会ガイド4名

①彦根城内をボランティアガイドと見学しながら彦根城を深掘りする仕掛けづくりや打ち合わせを行う

卒業生･在校生･サポートの会

登山靴(スニーカー)  帽子  タオル  飲み物  手袋  登山用ストック  動きやすい服装  雨具  筆記用具ほか

実施内容

項　目

北近江文化学科部会の初の試みとして、〝彦根城〟についてボラン

ティアガイドによる一方的なガイドではなく参加者も一緒に彦根城

の謎解きに参加できる双方向の彦根城ツアーを企画したことで積極

的に質問する雰囲気が醸成され、悪天候の中でも参加者から満足感

を得たとの声を聴くことができた。また、座学では、世界遺産登録

に現場職員として関わった講師から登録プロセスの詳細を学ぶ機会

となった。現在、参加者から講座継続の声が多く寄せられている。

現地見学では、季節柄、天候不順により雪や雨に見舞われるも事前申込者の大半が出席、盛況であった。

また、ポイントで『なんでなん？』とのガイドの問い掛けで一方的なガイドではなく、全員参加型の現地見学

になった。座学では、世界遺産登録に向けての深い話を聴く機会となった。

活　動

内　　　　　容

日　時

場　所

（施設）

指 導 者

進行手順 活動内容報告

用意した物

対 象 者

②世界遺産登録に現場職員として関わった経験も含め登録に向けてのプロセス等詳細な解説を聴講

③4名のボランティアガイドによる「なんでなん？彦根城」ツアー 参加者に問いかけながら双方向ガイド実施

具体的内容

北近江文化学科43期 田中 愛子

（合計　　123名）

（合計　　　　　）

①サポートの会　 　　　　　　　　　　 15名

②45期・46期・卒業生・サポートの会 　48名

③45期・46期・卒業生・サポートの会 　60名

※活動内容報告、出席者、欠席
者を全て記入できない場合は、別
紙添付してください。

記　入

責任者

欠席者



活動計画・手順  

代表 副代表 総務部長

①下見:令和７年2月3日(月)　彦根城内

②座学:令和７年2月18日(火)　彦根キャンパス

②現地見学:令和７年3月5日(水)　彦根城内

日　時 ①下見:令和７年2月3日(月) ②座学:令和７年2月18日(火)③現地見学:令和７年3月5日(水)  ※各日10:00～12:00

場　所

（施設）
①彦根城内　②彦根キャンパス　③彦根城内

　彦根キャンパスサポートの会

活動内容報告書

(項目)　北近江文化学科部会

項　目 内　　　　　容

活　動 交流行事（なんでなん？彦根城①下見 ②座学 ③現地見学）について


